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  「エフピック広島」は躍進を続けています 

 
「エフピック広島ファミリー相談室」には、『活動報告』第１号発行（平成２６年１２月）後、

正会員1名、特別会員4名、賛助会員14名の入会があり、会員数は、現在、正会員11名、

特別会員２４名、賛助会員 6２名の９７名です。 

会員の増加により、活動基盤が強化され、経済基盤が安定に向かっています。今後と

も「エフピック広島」に対する皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。 
  

平成 26 年度総会を開催しました 
  

平成 27 年 4 月 15 日（水）、エソール広島活動交流支援センターにおいて、エフピック

本部事務局長永田秋夫氏を迎え、記念講演会及び第 2回総会を開催しました。  

＊ 記 念 講 演  

テーマ：エフピックの現状と課題  講師：エフピック本部事務局長 永田秋夫氏 

①広島ファミリー相談室設置と現状までの経緯②エフピックの事業方針③各相談 

室の工夫④守秘義務⑤倫理規定等について講話があり、エフピックは、公益目的 

事業であることの認識、会員全員が協力して活動すること、本部との連携が重要

であることを強調されました。 
 

＊ 総 会 

倉田治代表を議長に選出し、平成２６年度事業報告、決算報告及び監査報告が承認 

され、平成２７年度事業計画(案)、予算（案）が可決されました。 
 

平成 26 年度の活動 
 

★ 面会交流 援助回数 74 回（前年度 67 回） 

★ 相談   電話相談 62件（前年度 34 件）・面接相談５８件（前年度 24 件） 

★ 公証人役場 14 件（18 人派遣） 

★ 養育費相談支援センター主催「地域研修会」(対象：自治体の支援員、相談員)の協力 

     平成 26 年 11 月２７日実施（講演講師：倉田治代表） 

★ 研修の充実  ケース研究等内部研修・FPIC 本部講師による研修・「外務省による 

 ハーグ条約に関するセミナー」（広島弁護士会主催）への参加等 

広報の拡大  パンフレット作成・ホームページ開設・マスコミ取材への対応等 

エフピック広島ファミリー相談室 
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赤い羽根共同募金へのご協力 
      ありがとうございました！ 

 
「子どもの健全な育成のために」「事業の安定的な運営のために」 

「活動内容周知のために」を目標に、社会福祉法人広島県共同募金会 

平成 26 年度「社会課題解決プロジェクト」の一環として、平成 27 年 1 月から 3 月まで 

赤い羽根共同募金に取り組みました。 

多くの皆様から大変温かいご支援を賜り、211 の個人、団体から募金を頂きました。 

賜りました募金は、離婚や別居により離れて暮らしている親と子の面会交流や、家族

間の問題解決のために大切に使わせていただきます。 
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公益社団法人 家庭問題情報センター 

エフピック（FPIC） 

広島ファミリー相談室 
広島市中区富士見町 11 番６号エソール広島３階 

電話・Fax 082-246-7520（平日 13：30～16：00） 

（時間外）090-3871-7942  
E-mail：fpichiroshima@ybb.ne.jp 

HP：http://www.geocities.jp/fpichiroshima/ 

 

 広島ファミリー相談室の小さな事務所には、多くのお客様が来室されます。 

  お客様の声を少しだけお聞きください。 

★「新しい事務所が開設して 1 年経過しましたね。本部も応援しています。」      

（養育費相談支援センター長 鶴岡健一氏・同副センター長 石橋俊子氏） 

★「広島相談室の方々は、ハーグ対象事案のような困難な事案についても積極的 

に取り組もうとして下さっており、大変心強く感じました。皆様、和気藹藹と明るく 

楽しそうであったのが印象に残りました。」  （外務省ハーグ条約室 飯山桃氏） 

★「おばちゃん、3 歳になったよ」「おじちゃん、だっこして・ ・ ・」 

事務所には、小さなお客さんの来室もあります。 

面会交流援助の成功の要因に、お子さんと会員との結びつきがあり、当室では

お子さんとの関係作りにも力を入れています。 

そのため相談時に子どもを同伴してもらうことも多いのですが、初対面の会員   

に差しのべる小さな手や笑顔に、援助がうまくいくことを願っています。 
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